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１．都道府県知事の推薦 

豊かなむらづくり全国表彰事業実施要領（昭和５４年９月１１日付け５４総第７４７号

農林水産事務次官依命通達。以下「要領」という。）第３の３の都道府県知事の推薦は、

北海道及び沖縄県にあっては毎年度７月１日までに、その他の都府県にあっては地方農政

局長が指定する期日までに、別紙様式１により行う。 

なお、推薦に当たっては、農業、林業及び水産業の関係部課等において連絡調整を図る

こととする。 

２．むらづくり審査会 

要領第３の４の(1)のむらづくり審査会を地方農政局長が設けるに当たっては、次の事

項について特に留意するとともに、あらかじめ関係森林管理局、漁業調整事務所等と十分

連絡調整を行う。 

(1) むらづくり審査会の構成は、むらづくりについて生産面のみではなく、生活等多様な

観点から審査を行うことができるよう特に配慮する。 

  また、公平・中立性を確保するとともに、農林水産業に直接関係する者以外の者も極

力含めるよう特に配慮する。 

(2) 林業、林家若しくは山村又は漁業、漁家若しくは漁村につき学識経験を有する者をむ

らづくり審査会の構成員に含める。 

３．選賞審査 

  選賞審査に当たっては、次の事項について特に留意する。 

(1) むらづくりの内容 

  むらづくりの内容については、従来、「農家」や「農業」を中心としたむらづくりを

推進した例が極めて多い状況にあるが、農山漁村地域の活性化を図ることが特に重要と

なっていることから、次のようなむらづくりについて特に配慮する。 

ア．特に、生産組織の育成、利用権の集積等による生産性の向上、農業の担い手の育成

確保といった農業面での課題への取組に加え、非農家を含めた地域住民の合意による

土地・水利用秩序の維持・形成、集落の居住環境・景観の整備、歴史・民俗文化の継



承、高齢者の生きがい確保、都市との交流、女性の活躍への配慮といった課題につい

ても積極的に取り組む個性あるむらづくり。 

イ．林業若しくは林家又は漁業若しくは漁家を中心とし、又はこれらを含めたむらづくり。 

  なお、過去の過程及び現状のみならず、今後の継続性、発展性にも審査の重点を置く

ように配慮する。 

(2) 地域的な広がり 

  むらづくりの地域的な広がりについては、「集落」の推薦事例がかなりの比重を占め

ているが、全国各地で「集落」単位のむらづくりの優良事例が既に輩出しており、他方、

これからはより広い地域の中で、土地利用の調整や生産の組織化、さらには、生活面で

の充実が求められていることから、数集落単位あるいは大字や旧市町村など集落を超え

る広がりのむらづくりについて、特に配慮する。 

(3) 過去において推薦されたことがあるむらづくりの取扱い 

  過去において推薦されたことのあるむらづくりの事例（その際に天皇杯を受賞したも

のを除く。）のうち、その後において、前回推薦時と比べて著しく取組内容が発展して

いる事例については、再度推薦することができる。 

(4) 市町村が主体となっている事例の取扱い 

  本事業が、地域住民による自主的なむらづくり活動を表彰するものであることから、

市町村が主体となっている事例については、表彰の対象としない。 

(5) 農協等が主体となっている事例の取扱い 

  農協、森組、漁協等の協同組合組織がむらづくりの主体となっている事例については、

地域住民による自主的なむらづくり活動としての性格を有する限り、表彰の対象とする

ことができる。 

(6) 無名地区の扱い 

  有名地区と無名地区とが同列であった場合は、本事業の趣旨から無名地区を優先する

ことが望ましい。 

４．地方農政局からの選賞審査報告等 

(1) 要領第３の４の(2)の審査報告書は、別紙様式２により毎年度７月１日までに提出す

る。 

(2) 要領第３の４の(2)の農林水産大臣賞状の交付申請は、審査報告書の提出とあわせて、

別紙様式３により行う。 

(3) 地方農政局長は、農林水産大臣賞の受賞に値すると決定された事例に対し、農林水産

大臣賞状の交付を行う。 

  なお、沖縄県の推薦事例が農林水産大臣賞の受賞に値すると決定された場合は、沖縄

総合事務局長は農林水産大臣賞状の交付を行う。 

 

附  則（平成１７年７月２５日付け１７総第１０１号） 

  この運用の改正は、平成１８年度の表彰から適用する。 

 

附  則（平成２５年８月２９日付け２５総第７２号） 

１ この通知は、平成２５年８月２９日から施行する。 



２ この通知の施行日前に提出された農林水産大臣賞選賞審査報告書については、公益財

団法人日本農林漁業振興会に対し提出されたものとみなす。 

附  則（平成２７年６月２３日付け２７総第１３号） 

 この通知の改正後の規定は、平成２７年度の農林水産祭表彰行事から適用する。 

附  則（平成３０年７月３１日付け３０文第８４号） 

 この通知は、平成３０年７月３１日から施行し、平成３１年度の農林水産祭表彰行事から

適用する。 

附  則（令和元年５月９日付け３１文第４５号） 

１ この通知は、令和元年５月９日から施行する。 

２ この通知の施行の際現にあるこの訓令による改正前の様式（次項において「旧様式」

という。）により使用されている書類は、この通知による改正後の様式によるものとみ

なす。 

３ この通知の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、これを取り繕

って使用することができる。 

附  則（令和４年６月２８日付け４文第１９号） 

この通知の改正後の規定は、令和５年度の農林水産祭表彰行事から適用する。 

  



別紙様式１ 

令和  年度豊かなむらづくり優良事例推薦調書 

   都 道 府 県 名 

   担 当 部 課 名 

   連絡担当者名 

   電 話 番 号 

第１ むらづくりの主体 

 (1) 
ふ り が な

名 称（法人、任意団体の別） 

 (2) 
ふ り が な

所在地 

 (3) 地区の規模 

ア  集落                       エ  旧市町村単位の集団等 

        イ  集落の集合体               オ  新市町村単位の集団等 

        ウ  大字単位の集団等           カ その他（     ） 

 (4) 組織の性格 

        ア  地縁的な集団等 

        イ  機能的な集団等 

        ウ  その他（     ） 

 (5) 代表者の
ふりがな

氏名、役職及び
ふりがな

住所 

第２ むらづくりの内容及び成果 

 (1) 地域の沿革と概要 

      当該地区及び所在市町村の立地条件、社会・経済的条件について記述 

 (2) むらづくりの動機、背景 

      ア むらづくりを推進するに至った動機、背景 

      イ むらづくりについての合意形成の過程とその内容 

      ウ 現在に至るまでの経過等について記述 

 (3) むらづくりの推進体制 

ア 当該集団等の組織体制、構成員の状況 

イ 当該集団等と連携してむらづくりを行う他の組織、団体及び行政との関係 

ウ むらづくりに関して、各集落の住民の当該集団等や連携する他の組織、団体との

関係及び参加状況等について記述 

 (4) むらづくりの農林漁業生産面への寄与状況 

ア 当該集団等の農林漁業生産、流通面の取組状況 

イ 当該集団等による生産力の向上、生産の組織化、生産・流通基盤の整備等への寄

与状況 

ウ 当該集団等の活動による構成員等の経営の改善、後継者の育成・確保、女性の経

営参画の促進状況等について記述 

  (5) むらづくりの生活・環境整備面への寄与状況 



ア 当該集団等の生活・環境整備面の取組状況 

イ 当該集団等による生活条件の改善・整備、コミュニティ活動の強化、都市住民と

の交流等への寄与状況 

ウ 当該集団等の活動による地域への定住促進、女性の社会参画の促進状況等につい

て記述 

第３ むらづくりに関する所見 

当該集団等のむらづくりの特徴及び優れた点を中心に推薦理由を記述 

（注）分量は、第２、第３合わせて７，０００字程度とする。 

 

 



（別添資料１） 

○○（都道府）県  

推 薦 事 例 の 概 要 

 

（
都
道
府
）
県
名
・
所
在

地 
 

 

区 
 

 

名 

地 

区 

の 

規 

模 

組 

織 

の 

性 

格 

 
総 人 口 及 び 

 

認 定 農 業 者 数 

 

 

 
総 世 帯 数 及 び

 

農 業 経 営 体 数 

 
主 要 作 目 

 

（  ）内農業産出額 

 
 
 
農 用 地 の 状 況 

 
 
 
地 区 の 特 色 

 
 
 

所   見 

   
 

 
 

 
 

（
集
落
数
） 

 

 
 
 総人口 

人 
  
 
 認定農業者数 
（うち法人） 

経営体 

  
総世帯数 
                    戸 

  
農業経営体数 

経営体 
（内訳） 
 個人経営体 

経営体 
 団体経営体 

経営体 
 団体経営体のうち法人経営 

経営体 

  
水稲              ha 
   （    百万円） 
 ○○○          ha 
     （    百万円） 
 ○○○          ha 
     （    百万円） 
 
 
 
 １経営体当たり 
 農業産出額 
                 百万円 

  
耕地計      ha 

  
田             ha 

  
畑             ha 

  
耕地率           ％ 

  
 

１経営体当たり 
農用地面積 

                ha 

  

  （注）１．地区の内容により、林業、漁業に関する統計データを加えること。 

        ２．「地区の特色」は、(1)むらづくりの動機・背景、(2)むらづくりの内容（生産面の状況、生活・環境整備面の状況）に分けて８００字程度で記述する。



 

（別添資料２） 

 １．地帯区分等 

  (1) 農業地域類型区分 

      市 町 村（都市的地域、平地農業地域、中間農業地域、山間農業地域の別） 

      当該地区（旧市町村）（都市的地域、平地農業地域、中間農業地域、山間農業地域の別） 

   (2) 農振指定状況 

    （  年度指定） 

   (3) 森林整備市町村指定状況 

       （  年指定） 

   (4) 都市計画の有無 

      ア 無 

      イ 有 

        (ｱ) 線引き 

        (ｲ) 非線引き 

          ・ 用途地域設定 

          ・  その他 

  (5) その他の地域指定 

       （振興山村、過疎、豪雪、特定農山村、離島、半島、その他） 

  (6) 近くのＤＩＤ（人口集中地区）都市 

       都市名      距離            ㎞ 



 ２．人口の動向 

  （単位：人、％）  

          区分 

 

年次 

 

総 人 口 

 

 

男 

 

女 

     ※年      （   ）    （   ）    （   ） 

      年      （   ）    （   ）    （   ） 

      年      （   ）    （   ）    （   ） 

     （最近）年     （   ）    （   ）    （   ） 

(最近)年 

          ※年 

            ％ 

    （   ） 

           ％ 

   （   ） 

           ％ 

   （   ） 

   資料：国勢調査(都道府県・市町村別の主な結果) 

（注）１．（ ）内には、６５歳以上人口を記入すること。 

２．直近年の国勢調査から数えて過去３回分の国勢調査実施年のデータと、最近年 

のデータを記入すること。   

 

   

 



 ３．世帯数の推移 

（単位：戸、経営体、％）  

区分 

        

年次 

 

総 世 帯 数 

 農業経営体数 

 個人経営体 団体経営体 

 法人経営体 

   ※年      

    年      

    年      

（最近）年      

(最近)年 

       ※年 

      ％    ％   ％    ％    ％ 

 資料：国勢調査（都道府県・市町村別の主な結果）、農林業センサス（都道府県別統計書） 

 （注）１．農業経営体の内訳の数値は、農林業センサス（都道府県別統計書）の農業経営体 

組織形態別経営体数のデータを記入する。個人経営体以外を団体経営体とする。

2015 年は、家族経営体を個人形態に置き換える。 

     ２．直近年の農林業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、最 

   近年のデータを記入すること。 

 

 ４．耕地面積等の推移 

  (1) 総 括 表 

（単位：ha）  

区分 

        

年次 

 耕 地 面 積 林野面積 

 

② 

そ の 他 

 

③ - ① - ② 

総 土 地 

面  積 

③ 
 

① 

田耕地面積 畑耕地面積 

   ※年       

    年       

    年       

（最近）年       

(最近)年 

       ※年 

    ％    ％    ％    ％    ％    ％ 

   資料：農林水産関係市町村別統計、農林業センサス（都道府県別統計書 農山村地域調査 

 総土地面積及び林野面積） 

 （注）直近年の農林業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、最近 

   年のデータを記入すること。 

 

  (2) 最近年（  年）の動向 

     ア  耕 地 率                     ％（耕地面積÷総土地面積×１００） 

     イ  林 野 率                     ％（林野面積÷総土地面積×１００） 

      

  



     ウ 経営耕地面積規模別農業経営体数・１経営体当たり平均経営耕地 

        区分 

 

年次 

 

0.5ha 未満 

 

 

0.5h～1ha 

 

 

1ha～2ha 

 

 

2ha～ 

 

１経営体当たり 

平均経営耕地 

    年    経営体      経営体        経営体        経営体               ha 

    年      

    年      

（最近）年      

   資料：農林業センサス（都道府県別統計書 農業経営体） 

      規模別：経営耕地面積規模別経営体数 

     １経営体当たり平均耕地面積：経営耕地の状況 

（注）直近年の農林業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、最

近年のデータを記入すること。 

 

 ５．主要農作物の作付面積等の推移 

  (1) 総 括 表 

        区分 

 

年次 

 

 

   

作付面積 収穫量 作付面積 収穫量 作付面積 収穫量  

 

   ※年 

       ha         t        ha         t        ha         t  

 

    年        

    年        

（最近）年        

(最近)年 

        ※年 

       ％        ％        ％        ％        ％        ％  

   資料：農林水産関係市町村別統計 

 （注）１．標記データより主要作物を抜粋の上、表頭の空欄部分に作目名を記入するこ 

 と。 

     ２．直近年の農林業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、     

最近年のデータを記入すること。   

 

 

 

 



 ６．主要家畜の飼養（出荷）頭羽数の推移 

        区分 

年次 

     

 

   ※年 

      頭(羽) 

 

      頭(羽) 

 

      頭(羽) 

 

     頭(羽) 

 

    頭(羽) 

 

    年      

    年      

（最近）年      

(最近)年 

        ※年 

 

        ％ 

 

        ％ 

 

        ％ 

 

         ％ 

 

        ％ 

   資料：農林業センサス（農業経営体_販売目的の家畜等を飼養している経営体数と飼養頭

羽数） 

 （注）１．表頭の空欄部分には、家畜名を記入すること。 

     ２．直近年の農林業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、     

最近年のデータを記入すること。   

 

 ７．主要作目別農業産出額の推移 

（単位：百万円、％）  

        区分 

年次 

(１位) 

作目名 

(２位) 

作目名 

(３位) 

作目名 

(４位) 

作目名 

(５位) 

作目名 

 

農業計 

１経営体当たり 

農業産出額 

   ※年        

    年        

    年        

（最近）年        

(最近)年 

        ※年 

     ％      ％      ％      ％      ％      ％       ％ 

   資料：生産農業所得統計（市町村別農業産出額（推計）） 

 （注）１．作目の順位は、最近年の農業産出額の順位による。 

     ２．直近年の農林業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータ 

と、最近年のデータを記入すること。   

 

 

 



 ８．農地の転用面積の推移 

（単位：ａ）  

          区分 

 

年次 

 

農         地 

 

 

過去１５～１１年前 

 

 

 

 

 

過去１０～ ６年前 

 

 

 

 

 

過去 ５～ １年前 

 

 

 

 

 

 ９．むらづくりに関する事業の実施状況 

（主要なもの）  

 

 

 

事 業 名 

 

事業種類 

 

事業主体 

 

実施年度 

 

事業内容 

 

事 業 量 

 

事業費累計 

 

農

林

水

産

省

関

係 

 

 

（生産基盤関係） 

 

（      ） 

 

（      ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

他

省

庁

関

係 

 

 

 

 

 

 

 

      

 （注）１．事業を生産基盤、生産施設等、生活環境施設、その他に区分して、各区分 

ごとにまとめて記載すること。 

２．「事業種類」は、国庫補助、県単補助、融資単独などの種別を記入すること。 

 



１０．土地・水利用秩序の維持・形成、資源・環境の保全、集落の居住環境・景観の整備、

高齢者の生きがい確保、都市との交流、その他の活動で特筆すべき事項に関する資料 

１１．当該地区に関係する地図、略図 

   市町村全図及び当該地区図（田、畑、山林、河川、鉄道、道路、漁港、漁場等の位置

図及び農林漁業生産施設、生活環境施設等の配置図） 

１２．前年度のむらづくりに関連する各種行事等の一覧表 

１３．むらづくりに関する年表 

１４．地区景観及びむらづくり活動（生産面の活動及び生活環境整備面の活動）に関する写

真（ネガ、スライド又はデジタルデータを付する。）それぞれ数葉 

【別添資料２に係る留意事項】 

 １．必要に応じ項目、様式を変更しても差し支えない。なお、漁業又は漁家に関する事例

については別に定めるところによる。 

 ２．原則としてＡ４版タテ長によるが、Ａ３版の折り込みでもよい。 

（別添資料３） 

  １ 当該集団等の規約、定款等 

  ２ 事業及び収支の計画又は実績に関する書類 

  ３ 当該集団等の組織図又は業務分担表 

４ むらづくりに係る当該集団等と、他の地域組織や機能集団、地域住民の関わりを示

す推進体制図 

  ５ その他当該組織等の活動を理解する上で有効なチラシ、パンフレット等 

 

  （漁業又は漁家に関する事例の資料様式） 

漁業又は漁家に関する事例における資料様式は、（別添資料１）及び（別添資料２）

の２から６までについて次に示す様式に代えるものとし、７及び８については、不要と

する。なお、必要に応じ項目、様式を変更しても差し支えない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式１ 

（別添資料１） 

○○（都道府）県  

推 薦 事 例 の 概 要 

(

道)

県
名
・
所
在
地 

地

区

名 

地

区

の

規

模 

組

織

の

性

格 

 

総人口及び漁業 

就業者数 

(総人口に対する割合) 

 

総世帯数及び 

個人経営体数 

 

主要漁業種類 

及び魚種 

（  ）内生産量 

 

 

地   区   の   特   色 

 

 

 

所   見 

  

（
集
落
数
） 

  総人口 

人 

 漁業就業者数 

人 

      （   ％） 

  総世帯数            
戸 

 個人経営体数  
        経営体 

（個人経営体内訳） 

専業 

経営体 

兼業（漁業が主） 

経営体 

兼業（漁業が従） 

経営体 

（その他の経営体数） 

会社             経営体 

漁協            経営体 

生産組合        経営体 

共同経営      経営体  
その他     経営体 

 

 

漁業種類別 

 漁種１（    ｔ） 

 漁種２（    ｔ） 

 漁種３（    ｔ） 

 

魚種別 

 魚種１（    ｔ） 

 魚種２（    ｔ） 

 魚種３（    ｔ） 

 

１経営体当たり平均生産量 

                 ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁業地域類型区分 

 

１．沿岸漁業を主とする

  地域 

 

２．沖合・遠洋漁業を主

  とする地域 

 

３．その他の産業を主と

  する地域 

 

  （注）１．地区の内容により、農林業に関する統計データを加えること。 

        ２．「地区の特色」は、(1)むらづくりの動機・背景、(2)むらづくりの内容（生産面の状況、生活・環境整備面の状況）に分けて８００字程度で記述する。 



（別添資料２） 

２．人口の動向 

 (1) 総 括 表 
（単位：人、％）  

          区分 

 

年次 

 

総人口 

 

６５歳以上 

人   口 

漁業世帯 

員  数 

漁業就業 

者  数 

 
   ※年 

 

 
    （   ） 
 

 
   （   ） 
 

 
    
 

 
   
 

 
    年 

 

 
    （   ） 
 

 
   （   ） 
 

 
    
 

 
    
 

 
    年 

 

 
    （   ） 
 

 
   （   ） 
 

 
    
 

 
 
 

 
（最近）年 

 

 
    （   ） 

 
   （   ） 

 
    

 
    

 

(最近)年 

        ※年 

 

 

            ％ 

    （   ） 

 

 

           ％ 

   （   ） 

 

 

            ％ 

    

 

 

           ％ 

    

資料：国勢調査、漁業センサス 

（注）１．（ ）内には、女性人口を記入すること。 

   ２．直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、最近 

        年のデータを記入すること。   

 

 (2) 最近年（  年）の動向 

    ア 自家漁業の後継者確保率           ％ 

    イ ６０歳未満の漁業就業者数          人 

                             



３．世帯数の推移 

（単位：戸、経営体、％）  

        区分 

年次 

 総世帯数 個人経営体数 

 専業 兼(主) 兼(従) 

 

   ※年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（最近）年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(最近)年 

         ※年 

        ％ 

 

   ％ 

 

   ％ 

   

   ％  

 

％ 

資料：国勢調査、漁業センサス 

 （注）直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、 

    最近年のデータを記入すること。 

 

４．経営組織別経営体数 

 

                                                     （単位：経営体、％） 

        区分 

年次 

    

漁業経営体数 個人 会社 漁協 生産組合 共同経営 その他 

   ※年        

    年        

    年        

 

（最近）年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(最近)年 

         ※年 

         ％ 

 

   ％ 

 

   ％ 

 

   ％ 

 

   ％  

 

   ％ 

 

   ％ 

 

資料：漁業センサス 

 （注）直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、 

    最近年のデータを記入すること。                     



５．階層別漁業経営体数 

        年次 

 

区分 

 
   ※年 

 

 
    年 

 

 
    年 

 

 
（最近）年 

 

 

漁 船 非 使 用                            
無  動  力  船      
動力船１トン未満      

〃  １～３トン      
  〃 ３～10トン      
 〃  10～30トン      
 〃 30～100トン      

〃100～1,000ﾄﾝ      
大規模漁業層      
定   置   網      
養殖（品目）      
養殖（品目）      

資料：漁業センサス                                                         

 （注）直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、 

    最近年のデータを記入すること。 

 

６．主要漁獲物の推移 

 (1) 総 括 表（漁業種類別） 

        区分 

年次 

      

生 産 量 生 産 量 生 産 量 生 産 量 生 産 量 生 産 量 

   ※年 t t t t t t 

    年       

    年       

（最近）年       

(最近)年 

        ※年 

％ 

 

％ 

 

％ 

 

％ 

 

％ 

 

％ 

 

資料：漁業・養殖業生産統計年報 

 （注）１．表頭の空欄部分には、漁業種類名を記入すること。 

    ２．直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、 

     最近年のデータを記入すること。 

  

※沿岸漁 
業層 

※中小漁 
業層 

※沿岸漁 
業層 



 (2) 総 括 表（魚種別） 

        区分 

年次 

      

生 産 量 生 産 量 生 産 量 生 産 量 生 産 量 生 産 量 

   ※年 t t t t t t 

    年       

    年       

（最近）年       

(最近)年 

        ※年 

％ ％ 

 

％ 

 

％ 

 

％ 

 

％ 

 

資料：漁業・養殖業生産統計年報 

 （注）１．表頭の空欄部分には、漁種名を記入すること。 

    ２．直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、 

     最近年のデータを記入すること。 

 

 (3) 最近年（  年）の動向 

    ア  主な漁業種類及び魚種 

    イ  資源管理 

    ウ 栽培漁業



別紙様式２ 

番      号 

令和 年 月 日 

 

公益財団法人日本農林漁業振興会 

 理事長                        殿 

 

○○農政局長        

 

令和  年度むらづくり部門農林水産大臣賞選賞審査報告について 

 

  このことについて、第  回の農林水産祭におけるむらづくり部門の当地方農政局管内に

おける農林水産大臣賞の選賞審査結果を下記のとおり報告いたします。 

記 

 １ 推薦事例の概要    別紙１のとおり 

 ２ 農林水産大臣賞受賞決定事例の概要 

  (1) むらづくりの主体の名称、所在地、代表者の氏名・役職 

  (2) むらづくりの概要  別紙２のとおり 

 ３ 審査の経過 

  (1) むらづくり審査会（開催月日、出席者名簿） 

  (2) 現地調査（実施月日・地区、調査者名簿） 

  (3) 受賞決定に至るまでの検討・論議の要旨 

 ４ むらづくり審査会の構成



別 紙 １ 

○○農政局  

推   薦   事   例   の   概   要 

(

道)

県

名

・

所

在

地 

地

区

名 

地

区

の

規

模 

組

織

の

性

格 

 
 

総   人   口   及   び 

 

認 定 農 業 者 数  

 
 

 

総 世 帯 数 及 び 

 
農 業 経 営 体 数 

 
 
 

主要作目 

 

（ ）内農業産出額 

 

 
 
 
 

農用地の状況 

 

 
 
 
 

地 区 の 特 色 

 

 
 
 
 

所   見 

 

  

（
集
落
数
） 

  総人口 

              人 

 

認定農業者数 

（うち法人） 

             経営体 

 

 総世帯数 

                戸 

農業経営体数  

経営体 

 個人経営体 

経営体 

 団体経営体 

経営体 

団体経営体うち法人経営 
経営体 

 水 稲         ha 
 （    百万円） 

 

 ○○○          ha 
  （    百万円） 

 

 ○○○          ha 
  （    百万円） 

 

 １経営体当たり 

 農業産出額 

              百万円 

 

 

 耕地計    ha 
 

   田         ha 
 

   畑         ha 
 

 耕地率         ％ 

 

 １経営体当たり 

 農用地面積 
               ha 
 

  

  （注）１．地区の内容により、林業、漁業に関する統計データを加えること。 

        ２．「地区の特色」は、(1)むらづくりの動機・背景、(2)むらづくりの内容（生産面の状況、生活・環境整備面の状況）に分けて８００字程度で記述する。 

 ３．農林水産大臣賞決定事例及び地方農政局長賞決定事例については、所見欄の冒頭にその旨を記入すること。 

 

 



別 紙 ２ 

 

農 林 水 産 大 臣 賞 受 賞 決 定 事 例 の 概 要 

 

１．むらづくりの主体 

 (1) 名
ふ り

 称
か な

 

 (2) 所在地
ふ り か な

 

 (3) 地区の規模 

 (4) 組織の性格 

 (5) 代表者の氏名、役職及び住所 

 

２．地区の概要 

 
総人口 

 

 
総世帯数 

 

 
総土地面積 

 

 
耕   地 

 

 
林  野 

 

 
人 

 

 
戸 

 
ha 

 
ha 
 

 
ha 

 
 

農業経営体数 

 

個人経営体数 

 

団体経営体数 
 

法人経営体 

 

 

経営体 

 

 

 

経営体 

 

 

 

経営体 

 

 

 

経営体 

 

 

地 域 指 定 状 況 
 

 

農 業 地 域 類 型 区 分 

 

 

                         
 

 

 

市  町  村 
 

 

当 該 地 区 

 

 

 

 

 

 

  （注）事例の内容により、林家・漁業世帯の人口、戸数等を加える。 

 

３．むらづくりの内容及び成果 

 (1) 地域の沿革と概要 

 (2) むらづくりの動機、背景 

 (3) むらづくりの推進体制 

  (4) むらづくりの農林漁業生産面への寄与状況 

  (5) むらづくりの生活・環境整備面への寄与状況 

 

４．むらづくりの特色及び所見 

 （注）(1) ３及び４は、あわせて７，０００字程度の分量とする。 

    (2) 最優良とするものについては、４の次に「５．最優良とする理由」を加える。



（参 考） 

１．組 織 図 

２．農（林、漁）業の概要 

 

  

   ※  年 
 

 

     年 

 

 

     年 

 

最近年  

備       考 

 
 

 

対 ※ 

年  比 
構成比 

 

農 

業 

経 

営 

体 

数 

総世帯数        

農業経営体数       

 個人経営体数       

団体経営体数       

 法人       

規
模
別
農
家
数 

0 . 5  h a  未 満       １経営体当たり平均耕作規模 

                        ha 

 

0.5～１ ha未満       

１～２ ha未満       

２ h a 以 上       

耕 

地 

面 

積 

等 

耕地       耕地率                ％ 

林野率                ％ 
内

訳 

田 
      

畑       

作 

付 

面 

積 

等 

        
       

       

       

       

農 

業 

産 

生 

額 

 

        

１経営体当たり農業産出額 

百万円 

 

       

       

       

       

       

 （注）１．事例の内容により、林業、漁業に関する統計データを加える。       

     ２．直近年の農業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、最近年のデータを記入するこ

と。 

    ３．位置図、地区図及び集落景観、むらづくり活動に関する写真 

    ４．最優良とする事例については、当該組織（むらづくりに関する団体等を含む。）等の規約、定款等及び事業

・収支の計画状況又は実績に関する書類、むらづくりに関する事業の実施状況、前年度のむらづくりに関する

各種行事等の一覧表、むらづくりに関する年表等の資料を加える。



（漁業又は漁家に関する事例の資料様式） 

  漁業又は漁家を中心とし、また、これらを含めたむらづくりの資料様式は、別紙様式２の別紙１、別紙２の２及び（参考）の２については次のとおりとする。 

別紙様式２ 

別紙１ 

○○農政局  

推薦事例の概要 

    総人口及び漁業 

 

就業者数 

 

(総人口に対する割合) 

総世帯数及び  
 

個人経営体数 

主要漁業種類 

 

及び魚種 

 

（  ）内生産量 

地区の特色 

 

 

 

 

所   見 

 

 

 

 

     総人口 

人 

 

 漁業就業者数 

人 

      （   ％） 

 

  総世帯数           戸 

 個人経営体数  
        経営体   
（個人経営体内訳） 

専業 

経営体   
兼業（漁業が主） 

経営体   
兼業（漁業が従） 

経営体   
（その他の経営体数） 

会社             経営体 

漁協            経営体 

生産組合        経営体 

共同経営      経営体  
その他     経営体 

 

 

漁業種類別 

 漁種１（     ｔ） 

 漁種２（     ｔ） 

 漁種３（     ｔ） 

 

魚種別 

 魚種１（     ｔ） 

 魚種２（     ｔ） 

 魚種３（     ｔ） 

 

１経営体当たり平均生産量 

                    ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

漁業地域類型区分 

 

１．沿岸漁業を主とする 

地域 

 

２．沖合・遠洋漁業を主 

とする地域 

 

３．その他の産業を主と 

する地域 

 

 

 

 

 

  （注）１．地区の内容により、農林業に関する統計データを加えること。 

        ２．「地区の特色」は、(1)むらづくりの動機・背景、(2)むらづくりの内容（生産面の状況、生活・環境整備面の状況）に分けて８００字程度で記述する。 

 ３．農林水産大臣賞決定事例及び地方農政局長賞決定事例については、所見欄の冒頭にその旨を記入すること。  



別 紙 ２ 

 

 

２．地区の概要 

 

総人口 

 

 

漁業就業者数 

 

総世帯数 

 

 

人 

 

人 

 

戸 

個人経営体 専業 兼業(主) 兼業(従) 

経営体 経営体 経営体 経営体 

地域指定状況 地勢 集落形態 漁港等の種類 主な係船地 

  

陸 

 

 

 

 

 

地 

島しょ  

散

 

居

 

集

 

落 

 

集

 

居

 

集

 

落 

 

密

 

居

 

集

 

落 

 

①

第

１

種

漁

港 

 

② 

第

２

種

漁

港 

 

③ 

第

３

種

漁

港 

 

④ 

第

４

種

漁

港 

 

⑤ 

港

湾 

 

⑥ 

そ

の

他 

 

漁

港

等

の

種

類 

※ 

 

 

道 

路 

距 

離 

(km) 

 

陸

地

部

と

の

橋

あ

り 

陸

地

部

と

の

橋

な

し 

              

※「主な係船地」の漁港等の種類は「漁港等の種類」欄の①～⑥の 

区分に準じ、その番号を記入 

 

 （注）事例の内容により、農家・林家の人口、戸数等を加える。 

 



（参 考） 

 

２．漁業の概要 

 

  

    ※年 
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（注）１．事例の内容により、農林業に関する統計データを加える。 

２．直近年の漁業センサスから数えて過去３回分のセンサス実施年のデータと、最近年のデータを記入すること。 

 



別紙様式３ 

番            号 

令和 年 月 日 

 

農林水産大臣 

   ○ ○ ○ ○  殿 

 

○○農政局長        

 

農林水産大臣賞状交付申請書 

 

  このことについて、下記のとおり農林水産大臣賞状の交付を申請いたします。 

 

記 

 

１  農林水産大臣賞状交付希望数 

 

２  表彰行事等の名称、開催月日及び開催場所 

 

 

 

 

 


